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文部科学大臣賞 富山県本戦

[会 場] 富山県 射水市 第一イン新湊

[主 催] 全日本健康麻将協議会

[主 管] ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

[後 援] 文部科学省、富山県、県教育委員会、射水市、市教育委員会

青少年にコミュニケーション能力を

シニア世代に心身の健康を

社会人にメンタルの強化を

開催プログラム

全日本健康麻将選手権

麻将（マージャン）の語源は、１９９８年に井出洋介プロ（当会特別顧問）が競技としての普及を目指す
象徴として麻将（北京語のマージャン表記）を使う活動を推奨しており当会も団体名に使用しています



文 部 科 学 大 臣 賞
全日本健康麻将選手権
全日本健康麻将協議会
理 事 長 金澤 喜重

文部科学大臣賞 富山県本戦「全日本健康麻将選手権」を全国から多くの選手および大会関
係者をお迎えし開催できますことは、誠に喜ばしく、全日本健康麻将協議会を代表いたしま
して心より歓迎申し上げます。

参加される選手の皆様におかれましては、日頃の練習の成果を十分に発揮されますととも
に全国からの参加者と心のふれあいを大切にしていただき、それぞれの記憶に残る大会にな
ることを願っております。

麻将は以前に普及いたしました娯楽性の強い内容から、奥深きゲーム本来の競技性へと変
貌し普及してまいりました。全国に麻将を取り入れる市民サークルの増加やインターネット
におけるオンラインゲームの普及、行政主催の入門教室の増加など、多世代に亘る地域交流
がより拡大する傾向にあります。

その要因として麻将には素晴らしい３つの力があります。

１.交流力 コミュニケーション能力の育成に

２.精神力 現状を直視し受け入れるメンタルの強化に

３.脳活力 心身の健康維持に

青少年には「交流力」の育成を、社会人には「精神力」の強化を、シニアには「脳活力」
の維持を実感させるなど、あらゆる世代にこのゲームの有益性を感じており、生涯学習とし
てますます発展するものと確信しております。

本大会は、文部科学大臣賞が授与されますとともに文部科学省の後援事業となりました。
このため今後も全国に数多くの大会が開催されることと思いますが、その参加者及び関係者
が目標とする大会になるよう、役員一同より一層の努力をする所存です。

結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただきました関係者の皆様に心より感謝申し上
げるとともに、参加されます全ての皆様のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、大会のあい
さつとさせていただきます。

主催者あいさつ
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文 部 科 学 大 臣 賞
全日本健康麻将選手権
全日本健康麻将協議会
顧問 馳 浩衆議院議員

文部科学大臣賞 富山県本戦「全日本健康麻将選手権」が開催されますことを深くお慶び
申し上げます。

私自身、健康麻将は高齢者交流の場として報道等で意義を認識しておりました。身近で詳
細を知ったのは親交の深い方が市民活動として健康麻将を取り入れ、参加される方・お世話
される方がそれぞれ生き生きと交流している現場を見てからです。

全日本健康麻将協議会とは、本協議会主催の全国大会において、文部科学大臣在職中に
文部科学大臣賞の授与を決めさせて頂きましたことがきっかけでご縁が深まりました。市民
団体のネットワークを目指すこの会は今後ますます必要性が増すと思い、顧問としてご協力
させていただき富山県本戦より文部科学省の後援事業として実施されます。

健康麻将は頭脳スポーツとして拡大しており生涯学習の観点から囲碁・将棋のように発
展することを望んでいます。生涯学習は学校教育のみならず、地域・社会で行われている学
習をも含んだ包括的な概念であり、生涯のいつでも自由に学習機会を選択し、その成果が適
切に評価されるような社会の構築を目指しています。この概念に合致する健康麻将は、素晴
らしいコミュニケーションツールと考えています。

全日本健康麻将協議会の役員ならびに関係者一同の一層のご努力に期待するとともに、私
も精一杯協力して参りますので、皆様のご支援よろしくお願いお申し上げます。

歓迎のことば
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文 部 科 学 大 臣 賞
全日本健康麻将選手権
開催地 富山県射水市
射水市長 夏野 元志

文部科学大臣賞 富山県本戦「全日本健康麻将選手権」が、全国から多くの選手の皆さまを
お迎えし、ここ富山県射水市において盛大に開催されますことは、誠に喜ばしく射水市民を代
表し心より歓迎を申し上げます。

さて、少子高齢化が急速に進展するとともに社会構造が大きく変化し、人間関係や地域社会
への関心の希薄化、コミュニティーの弱体化に伴う社会的孤立が大きな課題となっています。
このような状況のなか、子どもから高齢者までがお互いに交流を図りながら支え合い、誰もが
安心して生きがいを感じながら心豊かに過ごす環境づくりを進めていかなければなりません。

皆さまが親しまれている「健康麻将」は、頭脳スポーツとして「健康増進・認知症予防」に
加え、「自己の充実・生活の向上」といった生涯学習としても認知されてきているとお聞きし
ています。皆さまが「健康麻将」を通して、仲間との交流を深め、いつまでも健康でいきいき
と活躍されることをご期待申し上げます。

また、今年11月には、富山県において「ねんりんピック富山２０１８」が開催され、正式種
目の一つとしてここ射水市で「健康マージャン競技」が行われます。本市といたしましては、
今後とも市民の皆さまに気軽に楽しんでもらえるよう「健康麻将」の普及・発展に努めてまい
ります。

射水市は、水きららかな射水平野の中央に位置し、北は豊饒の海富山湾に面するなど美しい
自然にあふれ、東に３０００メートル級の立山連峰を仰ぎ、海、山そして野が生み出す四季折
々の幸は市民の誇りであります。本大会に参加された皆様方におかれましては、是非この機会
に本市の豊かな自然や歴史、文化、新鮮な海の幸、山の幸などをご堪能いただき、本市の魅力
を大いに体感していただければ幸いに存じます。

結びに、本大会の開催に当たり、多大なご尽力を賜りました関係各位に心から感謝申し上げ
ますとともに、本大会の成功と、選手の皆さまのご健勝とご活躍を心からご祈念申し上げまし
て、歓迎のことばといたします。

歓迎のことば
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文 部 科 学 大 臣 賞
全日本健康麻将選手権
全日本健康麻将協議会
顧 問 井出 洋介

文部科学大臣賞 富山県本戦「全日本健康麻将選手権」に全国からの代表としてご出場、お
めでとうございます。

健康麻将も、年々市民サークルの活動が活発になり、私もいろいろな地域からお誘いを頂く
ことが増えてまいりました。その市民サークルが集まり交流できる「全日本健康麻将選手権」
の誕生は今後の健康麻将に大きな役割を果たすことと思います。

また競技者の立場から常にフェアプレーでの対戦を推奨しておりますが、全日本健康麻将協
議会のルール及びマナーでは、手積み卓を利用するうえで最も優れた内容となっております。
手積みだからこそ洗牌にも気を使い、すべて伏せ牌の状態で行われます。そして、手積みだか
らこそ両手の指先を使用することによって認知症予防にもつながる脳の活性化が進むのです。

勿論、マージャンというゲーム自体が、脳のトレーニングをしているようなものですから、
遊び方さえ間違えなければ、近年の健康麻将ブームは必然のこととも思っております。

私も長い年月、健康麻将の普及活動をやってきた中で、夢のひとつでもあった文部科学省の
後援事業となったのは大変大きな喜びです。また一歩、麻将が社会に認められた証となること
でしょう。

「全日本健康麻将選手権」が、今後さらにこの輪を広げて全国津々浦々まで健康麻将のサー
クルが活動できるようになり、そこから代表選手が集まって日本一を競うようなイベントに育
っていくことを願っています。

この日を迎えるにあたって、多大なご尽力を賜りました関係者の方々に、心から感謝の意を
表すとともに、参加する選手の方々のご健闘とご好運をお祈り申し上げて歓迎のことばとさせ
ていただきます。

歓迎のことば
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大会役員

役 員 協議会役職 氏 名 都道府県 所 属

会 長 理事長 金澤 喜重 東京都 ＮＰＯ法人 健康麻将全国会（次期開催地）

副 会 長 理 事 川上 浩志 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会（今期開催県）

委 員 理 事 音 弘志 石川県 ＮＰＯ法人 金沢いきいき元気塾（前期開催県）

委 員 理 事 松村 範子 静岡県 ＮＰＯ法人 しずおか健康麻将の会

委 員 理 事 清水 勝法 広島県 ＮＰＯ法人 健康麻将全国会広島支部

委 員 理 事 東内 順子 佐賀県 ＮＰＯ法人 活気会

委 員 理 事 岡田 和彦 長野県 健康麻将サークル 「縁ジョイ」

委 員 理 事 山田 和弘 岐阜県 ＮＰＯ法人 健康麻将ぎふＨＣ

委 員 理 事 福山 純生 東京都 雀聖アワー

（敬称略・順不同）

役 職 氏 名 都道府県 所 属

審 判 長 川上 浩志 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

審 判 員 稲垣 勝広 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

井上 拓光 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

鹿嶋 清信 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

藤田 久男 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

関野 進 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

笠間 正輝 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

高岡 正光 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

小谷口正樹 富山県 ＮＰＯ法人 健康麻将越中ひばり会

松村 範子 静岡県 ＮＰＯ法人 しずおか健康麻将の会

清水 勝法 広島県 ＮＰＯ法人 健康麻将全国会 広島支部

岡田 和彦 長野県 健康麻将サークル 「縁ジョイ」

山田 和弘 岐阜県 ＮＰＯ法人 健康麻将ぎふＨＣ

審判員
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大会次第

大会次第

１ 開 式

２ 開 会 宣 言 １０：００ 全日本健康麻将協議会 理事長 金澤 喜重

３ 来 賓 祝 辞 １０：００ 衆議院議員 橘 慶一郎

来 賓 祝 辞 １０：０５ 富山県射水市長 夏野 元志

来 賓 祝 辞 １０：１０ 富山県議会議員 四方 正治

４ 歓 迎 の 言 葉 １０：１５ 全日本健康麻将協議会 顧 問 井出 洋介

５ 競技規定説明 １０：２０ 全日本健康麻将協議会 審判長 川上 浩志

６ 選 手 宣 誓 １０：２５ 富山県 代表選手

７ 競 技 開 始 １０：３０ １回戦（５５分） １１：２５終了

１１：４０ ２回戦（５５分） １２：３５終了

１２：５０ 昼 食（３０分） １３：２０終了

１３：２０ ３回戦（５５分） １４：１５終了

１４：３０ ４回戦（５５分） １５：２５終了

８ 集 計 １５：４０

９ 表 彰 式 １６：００

１０ 閉 会 宣 言 １６：３０

表 彰

１ 優 勝 文部科学大臣賞 賞状及び副賞

２ 準 優 勝 全日本健康麻将協議会 賞状及び副賞

３ 第 三 位 全日本健康麻将協議会 賞状及び副賞

４ 特 別 賞 馳 浩 衆議院議員 賞状

５ 飛 び 賞 他 全日本健康麻将協議会 副賞

（敬称略）
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全日本健康麻将選手権規則

1.競技は東南戦4回戦で競技時間は50分とし、打ち掛け局終了まで行う。席は公平に全員が

東・南・西・北と1回ずつ座る

2.喰いタンあり・後付けありのルールで持ち点は30,000点とし、順位点はない

3.ノーテンは場3千点。連チャン（聴牌連チャンあり）は一本場につき300点。親がノーテン

なら親流れで、オーラスならゲーム終了（供託点は誰にも加えず供託欄に記入する）
4.30符4翻又は60符3翻（役＋ドラ）は子で8000点（親で12000点）にそれぞれ切り上げる

5.喰い換えあり 二三四から上家の一を「チー」して四を捨てることができる

※白をポンし白を捨てることもできる

6.形式テンパイあり。（自分が待ち牌をすべて使っている時は無効）

7.途中流局なし（九種倒牌･四風連打･四人リーチ）、及び流し満貫なし

8.アガリ者は常に一人。（同時あがりは頭ハネ）

9.アガリとチョンボの同時発生はアガリを認め、チョンボは免除される

10.旧役及びグループルールなし（人和、カン振り、嶺上開花ツモでの責任払い、なし）

11.役マンのパオ（責任払い）は大三元の3フーロ・大四喜の4フーロ目をポンあるいはカン

させた時とし、ツモはすべて・ロンは半分負担

12.役マンの特例なし（アンカンのロンアガリ、国士無双13面目待ちのフリテン解消）

13.リーチに関して

◇フリテンリーチはツモあがりのみ ◇リーチ後のツモ牌選択あり

◇一発・裏ドラ・槓ドラ・槓裏ドラあり ◇ノーテンリーチは流局時にチョンボ
◇リーチ後の暗槓はメンツ構成（待ち牌ではない）が変わらない場合のみ
例）一一一三四四四で一もメンツ構成が変わるため槓はできない（一二三が無くなる）

罰 則 ※但し罰則の運用は審判に従う

◇チョンボ 手牌を倒牌、及びゲーム続行不能にした場合は12000点を供託欄に記入し終了
時に本人から差し引く。再度ゲームはやり直し(その局の供託点は戻す）

◇1000点罰符 第一発声行為が出来ない場合は千点を供託欄に記入し終了時に本人から差
し引く。同巡内での発声行為できずそのままゲームを続行する

◇アガリ放棄 誤ロン及び誤ツモ
◇ポン(チー)ロン 倒牌するケースが多くアガリ形も正しいため認めるが1000点を供託欄

に記入し終了時に本人から差し引く

●記録方法について

本大会は、記入ミス軽減のため持ち点をそのまま（ ＋▲記録ではなく）記入する
1.各自が持ち点を記入する（例：36,200）
2.トップ者が120000点を確認するまで点棒は戻さず、確認後に戻し、挨拶を交わし席を離れる
3.トップ者が自ら記録票を集計席に持参する
※集計席で120000点より多い事が発覚した場合はトップから引き少ない場合はそのまま記録

●４回戦合計が同点時の順位について
合計点が同一の場合、以下の項目順に順位が決まる
1.着順勝率（トップは3勝0敗、二着は2勝1敗、三着は1勝2敗、四着は0勝3敗、引分け有り）

着順勝率＝勝数／（勝数+敗数）
2.最高得点順（最高得点が同点ならば次点の高得点で順次比較比較）

※1.2.がすべて同一なら同順位となる
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競技マナー

１．対局の開始時（終了）は挨拶を交わしましょう
２．山積みは牌を完全裏返しで親を中心に混ぜ、全ての牌が裏返しの状態で親が積み始めたら

子も積み始めましょう。
３．牌山を全員が前に出し、井桁にしてからサイコロを振りましょう

サイコロは誰の山にも当てず中央に転がし、片付けは親が第一打後に右隅に置きましょう
親は第一打の前に1.配牌完了、2.ドラの表示、3.リンシャン牌の移動を確認しましょう

４．全ての行為は発声を優先し、発声ははっきりと他の３人に聞こえるようにしましょう
５．言動や態度には細心の注意を払いましょう

①ルールやマナーに関して対局中は正しい意見でも直接指摘せず、審判を呼びましょう
②手牌に関する発言は誤解を招きますので口にせず、局終了後の「解説」も慎みましよう
③点棒の支払いは丁寧に、お釣りがある場合は「何点おつり」と声を掛けてあげましょう
④立て膝、肘を卓につく、足組などは慎み姿勢良くゲームをしましょう

６．喰い仕掛けの手順は1.「発声」2.「開示」を守り「取牌」「打牌」の順序は強要しません
７．捨て牌は六枚切りにし、打牌は強打せず、呼称せずに捨てましょう
８．常に手牌は立てておき、アガった人は理牌（見易く並べること）してから倒しましょう
９．流局時にノーテンなら静かに手牌を伏せましょう。他家のアガリ時も静かに伏せましょう

手積み卓マナー

１．洗牌前の準備（前局の終わり方）
① アガリ者の点数申告を確認し、アガリ者以外は手牌を必ず伏せる

流局時はリーチ者、テンパイ者は点棒の授受後に、手牌を裏返す
② 自分の前の牌山が残っている場合は上山を下ろす
③ 自分の捨て牌を一度に一列６枚ずつを裏返してから洗牌する

２．牌が表にならないための混ぜ方
① 親が中心となり全員で表にならないよう心掛けて混ぜる
② 混ぜ方は手の平を上に向け、横から押すように混ぜる
③ 全ての牌が裏返しの状態で親が積み始めたら、子も積み始める

３．牌山の積み方
① ５枚の牌を手前に揃える
② 右手と左手に３枚ずつ牌を掴み５枚の牌の両端につける
③ もう一度②を繰り返し両端につけ１７枚にする(上山)
④ ①～③の動作をもう一度行い下山をつくる
⑤ 下山を前に出し、上山をのせる
⑥ 牌山を井桁にし（死角を無くす）、前に出す（対面が取りやすい）

４．開門（カイメン）から親の第一打まで
① 親は全員が前に出し井桁の状態で、サイコロを誰の山にも当てず中央に転がす
② 開門場所は子は触らず、親が数え取り始める。なお親は第一打の前に1）配牌完了、

2）ドラの表示、3）リンシャン牌の移動を確認する
③ サイコロの片付けは親が第一打後に右隅に置く

①

②

③

― ８ ―



会場内配置図

― ９ ―

ステージ
南 東

西 北

東

南西

北

●席は左図の通りです
●終了時のお願い
1.記録票の記入は各自が行う
2.トップが120000点を確認するまで点棒は戻さず、席も離れない
3.トップが記録票を集計席に持参する

（集計席で120000点を越えていた場合はトップから差し引く）
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№ 選手名 都道府県 １回戦席 ２回戦席 ３回戦席 4回戦席

1 2088浅村 昭男 富山県 13北 17東 21南 25西

2 2077麻生 聰 富山県 2北 6東 10南 14西

3 2062荒俣 幸男 東京都 12西 15北 18東 21南

4 2060安藤 祐太 東京都 10西 13北 16東 19南

5 2080五十嵐敏子 富山県 5北 9東 13南 17西

6 2086五十嵐久雄 富山県 11北 15東 19南 23西

7 2014生野 泰利 福岡県 14東 15南 16西 17北

8 2011池田 康夫 高知県 11東 12南 13西 14北

9 2039石井 忠彦 佐賀県 14南 16西 18北 20東

10 2010石丸 栄 高知県 10東 11南 12西 13北

11 2002市川 椋 長野県 2東 3南 4西 5北

12 2098今泉 隆 奈良県 23北 2東 6南 10西

13 2004今牧 治光 長野県 4東 5南 6西 7北

14 2021今村 祝 静岡県 21東 22南 23西 24北

15 2085内田 照子 富山県 10北 14東 18南 22西

16 2059内田 由紀子 東京都 9西 12北 15東 18南

17 2037梅田 真美子 埼玉県 12南 14西 16北 18東

18 2081海老 康夫 富山県 6北 10東 14南 18西

19 2024海老名かな子 北海道 24東 25南 1西 2北

20 2072遠藤 和弘 福島県 22西 25北 3東 6南

21 2001大山 博 長野県 1東 2南 3西 4北

22 2036尾形 和俊 埼玉県 11南 13西 15北 17東

23 2009片岡 弘 高知県 9東 10南 11西 12北

24 2035加藤 秋夫 埼玉県 10南 12西 14北 16東

25 2052加藤 清美 石川県 2西 5北 8東 11南

26 2028門平 卓磨 千葉県 3南 5西 7北 9東

27 2093金田 貴光 富山県 18北 22東 1南 5西

28 2043兼盛 俊男 石川県 18南 20西 22北 24東

29 2005川口 幸雄 岐阜県 5東 6南 7西 8北

30 2065河田 敦巳 京都府 15西 18北 21東 24南

31 2054草木 輝光 東京都 4西 7北 10東 13南

32 2070久保 章展 愛媛県 20西 23北 1東 4南

33 2090高坂 衛 富山県 15北 19東 23南 2西

34 2012小坂 英敏 高知県 12東 13南 14西 15北

35 2074越田 勝 岩手県 24西 2北 5東 8南

36 2064小林 七彬 東京都 14西 17北 20東 23南

37 2092駒田 伊公代 富山県 17北 21東 25南 4西

38 2063小柳 宏和 東京都 13西 16北 19東 22南

39 2082小山 亨 富山県 7北 11東 15南 19西

40 2069篠原 賢 愛媛県 19西 22北 25東 3南

41 2045下原 嘉昭 石川県 20南 22西 24北 1東

42 2067鈴木 勉 愛媛県 17西 20北 23東 1南

43 2073鈴木 登 福島県 23西 1北 4東 7南

44 2029杉田 憲子 千葉県 4南 6西 8北 10東

45 2030薗田 勝敏 広島県 5南 7西 9北 11東

46 2094武田 知己郎 富山県 19北 23東 2南 6西

47 2013田籠 通保 福岡県 13東 14南 15西 16北

48 2032田中 正輝 広島県 7南 9西 11北 13東

49 2003田中 良治 長野県 3東 4南 5西 6北

50 2051谷 直人 石川県 1西 4北 7東 10南

（アイウエオ順）

選手別組合せ表
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№ 選手名 都道府県 １回戦席 ２回戦席 ３回戦席 4回戦席

51 2022玉木 翔馬 静岡県 22東 23南 24西 25北

52 2041辻 佳久 石川県 16南 18西 20北 22東

53 2017土屋 富士男 滋賀県 17東 18南 19西 20北

54 2079天王地 力 富山県 4北 8東 12南 16西

55 2075徳永 禮 神奈川県 25西 3北 6東 9南

56 2034中 雅嗣 埼玉県 9南 11西 13北 15東

57 2068中垣 由紀子 愛媛県 18西 21北 24東 2南

58 2008中川 忍美 岐阜県 8東 9南 10西 11北

59 2076長澤 貴仁 山梨県 1北 5東 9南 13西

60 2083中嶋 佑市 富山県 8北 12東 16南 20西

61 2006中山 忠 岐阜県 6東 7南 8西 9北

62 2044西野 宏 石川県 19南 21西 23北 25東

63 2033根岸 臣一郎 埼玉県 8南 10西 12北 14東

64 2026長谷川 貞雄 千葉県 1南 3西 5北 7東

65 2089長谷川 新 富山県 14北 18東 22南 1西

66 2020初川 誠次 静岡県 20東 21南 22西 23北

67 2018花田 勝 滋賀県 18東 19南 20西 21北

68 2038頗羅堕 昇 佐賀県 13南 15西 17北 19東

69 2042針澤 進 石川県 17南 19西 21北 23東

70 2066伴野 博文 愛媛県 16西 19北 22東 25南

71 2078樋上 光幸 富山県 3北 7東 11南 15西

72 2015樋口 和親 福岡県 15東 16南 17西 18北

73 2016樋口 幸代 福岡県 16東 17南 18西 19北

74 2096平田 勝保 富山県 21北 25東 4南 8西

75 2057藤岡 敬 東京都 7西 10北 13東 16南

76 2061藤田 明人 東京都 11西 14北 17東 20南

77 2046法島 正樹 石川県 21南 23西 25北 2東

78 2047堀井 洋 石川県 22南 24西 1北 3東

79 2019松井 栄治 滋賀県 19東 20南 21西 22北

80 2097松原 一登 奈良県 22北 1東 5南 9西

81 2058松村 直江 東京都 8西 11北 14東 17南

82 2049松本 邦昭 石川県 24南 1西 3北 5東

83 2007松本 澄子 岐阜県 7東 8南 9西 10北

84 2050丸吉 二三雄 石川県 25南 2西 4北 6東

85 2040水田 一雄 佐賀県 15南 17西 19北 21東

86 2031三戸 伸晃 広島県 6南 8西 10北 12東

87 2095湊 都晴 富山県 20北 24東 3南 7西

88 2056三森 重信 東京都 6西 9北 12東 15南

89 2023望月 喜代美 静岡県 23東 24南 25西 1北

90 2027家後 慶子 千葉県 2南 4西 6北 8東

91 2048山科 邦子 石川県 23南 25西 2北 4東

92 2087山田 栄吉 富山県 12北 16東 20南 24西

93 2055山田 武裕 東京都 5西 8北 11東 14南

94 2053吉池 重人 東京都 3西 6北 9東 12南

95 2091吉田 直樹 富山県 16北 20東 24南 3西

96 2025吉田 美智子 北海道 25東 1南 2西 3北

97 2084鷲本 和春 富山県 9北 13東 17南 21西

98 2071渡邉 正行 福島県 21西 24北 2東 5南

99 2099学生第一位 学生連盟 24北 3東 7南 11西

100 2100学生第二位 学生連盟 25北 4東 8南 12西

（アイウエオ順）

― １１ ―

選手別組合せ表



卓別組合せ表

卓№ № (東)選手名 № (南)選手名 № (西)選手名 № (北)選手名

1卓 2001 大山 博 2026 長谷川 貞雄 2051 谷 直人 2076 長澤 貴仁

2卓 2002 市川 椋 2027 家後 慶子 2052 加藤 清美 2077 麻生 聰

3卓 2003 田中 良治 2028 門平 卓磨 2053 吉池 重人 2078 樋上 光幸

4卓 2004 今牧 治光 2029 杉田 憲子 2054 草木 輝光 2079 天王地 力

5卓 2005 川口 幸雄 2030 薗田 勝敏 2055 山田 武裕 2080 五十嵐敏子

6卓 2006 中山 忠 2031 三戸 伸晃 2056 三森 重信 2081 海老 康夫

7卓 2007 松本 澄子 2032 田中 正輝 2057 藤岡 敬 2082 小山 亨

8卓 2008 中川 忍美 2033 根岸 臣一郎 2058 松村 直江 2083 中嶋 佑市

9卓 2009 片岡 弘 2034 中 雅嗣 2059 内田 由紀子 2084 鷲本 和春

10卓 2010 石丸 栄 2035 加藤 秋夫 2060 安藤 祐太 2085 内田 照子

11卓 2011 池田 康夫 2036 尾形 和俊 2061 藤田 明人 2086 五十嵐久雄

12卓 2012 小坂 英敏 2037 梅田 真美子 2062 荒俣 幸男 2087 山田 栄吉

13卓 2013 田籠 通保 2038 頗羅堕 昇 2063 小柳 宏和 2088 浅村 昭男

14卓 2014 生野 泰利 2039 石井 忠彦 2064 小林 七彬 2089 長谷川 新

15卓 2015 樋口 和親 2040 水田 一雄 2065 河田 敦巳 2090 高坂 衛

16卓 2016 樋口 幸代 2041 辻 佳久 2066 伴野 博文 2091 吉田 直樹

17卓 2017 土屋 富士男 2042 針澤 進 2067 鈴木 勉 2092 駒田 伊公代

18卓 2018 花田 勝 2043 兼盛 俊男 2068 中垣 由紀子 2093 金田 貴光

19卓 2019 松井 栄治 2044 西野 宏 2069 篠原 賢 2094 武田 知己郎

20卓 2020 初川 誠次 2045 下原 嘉昭 2070 久保 章展 2095 湊 都晴

21卓 2021 今村 祝 2046 法島 正樹 2071 渡邉 正行 2096 平田 勝保

22卓 2022 玉木 翔馬 2047 堀井 洋 2072 遠藤 和弘 2097 松原 一登

23卓 2023 望月 喜代美 2048 山科 邦子 2073 鈴木 登 2098 今泉 隆

24卓 2024 海老名かな子 2049 松本 邦昭 2074 越田 勝 2099 学生第一位

25卓 2025 吉田 美智子 2050 丸吉 二三雄 2075 徳永 禮 2100 学生第二位

卓№ № (東)選手名 № (南)選手名 № (西)選手名 № (北)選手名

1卓 2097 松原 一登 2025 吉田 美智子 2049 松本 邦昭 2073 鈴木 登

2卓 2098 今泉 隆 2001 大山 博 2050 丸吉 二三雄 2074 越田 勝

3卓 2099 学生第一位 2002 市川 椋 2026 長谷川 貞雄 2075 徳永 禮

4卓 2100 学生第二位 2003 田中 良治 2027 家後 慶子 2051 谷 直人

5卓 2076 長澤 貴仁 2004 今牧 治光 2028 門平 卓磨 2052 加藤 清美

6卓 2077 麻生 聰 2005 川口 幸雄 2029 杉田 憲子 2053 吉池 重人

7卓 2078 樋上 光幸 2006 中山 忠 2030 薗田 勝敏 2054 草木 輝光

8卓 2079 天王地 力 2007 松本 澄子 2031 三戸 伸晃 2055 山田 武裕

9卓 2080 五十嵐敏子 2008 中川 忍美 2032 田中 正輝 2056 三森 重信

10卓 2081 海老 康夫 2009 片岡 弘 2033 根岸 臣一郎 2057 藤岡 敬

11卓 2082 小山 亨 2010 石丸 栄 2034 中 雅嗣 2058 松村 直江

12卓 2083 中嶋 佑市 2011 池田 康夫 2035 加藤 秋夫 2059 内田 由紀子

13卓 2084 鷲本 和春 2012 小坂 英敏 2036 尾形 和俊 2060 安藤 祐太

14卓 2085 内田 照子 2013 田籠 通保 2037 梅田 真美子 2061 藤田 明人

15卓 2086 五十嵐久雄 2014 生野 泰利 2038 頗羅堕 昇 2062 荒俣 幸男

16卓 2087 山田 栄吉 2015 樋口 和親 2039 石井 忠彦 2063 小柳 宏和

17卓 2088 浅村 昭男 2016 樋口 幸代 2040 水田 一雄 2064 小林 七彬

18卓 2089 長谷川 新 2017 土屋 富士男 2041 辻 佳久 2065 河田 敦巳

19卓 2090 高坂 衛 2018 花田 勝 2042 針澤 進 2066 伴野 博文

20卓 2091 吉田 直樹 2019 松井 栄治 2043 兼盛 俊男 2067 鈴木 勉

21卓 2092 駒田 伊公代 2020 初川 誠次 2044 西野 宏 2068 中垣 由紀子

22卓 2093 金田 貴光 2021 今村 祝 2045 下原 嘉昭 2069 篠原 賢

23卓 2094 武田 知己郎 2022 玉木 翔馬 2046 法島 正樹 2070 久保 章展

24卓 2095 湊 都晴 2023 望月 喜代美 2047 堀井 洋 2071 渡邉 正行

25卓 2096 平田 勝保 2024 海老名かな子 2048 山科 邦子 2072 遠藤 和弘

１回戦

２回戦

― １２ ―



卓別組合せ表

卓№ № (東)選手名 № (南)選手名 № (西)選手名 № (北)選手名

1卓 2070 久保 章展 2093 金田 貴光 2024 海老名かな子 2047 堀井 洋

2卓 2071 渡邉 正行 2094 武田 知己郎 2025 吉田 美智子 2048 山科 邦子

3卓 2072 遠藤 和弘 2095 湊 都晴 2001 大山 博 2049 松本 邦昭

4卓 2073 鈴木 登 2096 平田 勝保 2002 市川 椋 2050 丸吉 二三雄

5卓 2074 越田 勝 2097 松原 一登 2003 田中 良治 2026 長谷川 貞雄

6卓 2075 徳永 禮 2098 今泉 隆 2004 今牧 治光 2027 家後 慶子

7卓 2051 谷 直人 2099 学生第一位 2005 川口 幸雄 2028 門平 卓磨

8卓 2052 加藤 清美 2100 学生第二位 2006 中山 忠 2029 杉田 憲子

9卓 2053 吉池 重人 2076 長澤 貴仁 2007 松本 澄子 2030 薗田 勝敏

10卓 2054 草木 輝光 2077 麻生 聰 2008 中川 忍美 2031 三戸 伸晃

11卓 2055 山田 武裕 2078 樋上 光幸 2009 片岡 弘 2032 田中 正輝

12卓 2056 三森 重信 2079 天王地 力 2010 石丸 栄 2033 根岸 臣一郎

13卓 2057 藤岡 敬 2080 五十嵐敏子 2011 池田 康夫 2034 中 雅嗣

14卓 2058 松村 直江 2081 海老 康夫 2012 小坂 英敏 2035 加藤 秋夫

15卓 2059 内田 由紀子 2082 小山 亨 2013 田籠 通保 2036 尾形 和俊

16卓 2060 安藤 祐太 2083 中嶋 佑市 2014 生野 泰利 2037 梅田 真美子

17卓 2061 藤田 明人 2084 鷲本 和春 2015 樋口 和親 2038 頗羅堕 昇

18卓 2062 荒俣 幸男 2085 内田 照子 2016 樋口 幸代 2039 石井 忠彦

19卓 2063 小柳 宏和 2086 五十嵐久雄 2017 土屋 富士男 2040 水田 一雄

20卓 2064 小林 七彬 2087 山田 栄吉 2018 花田 勝 2041 辻 佳久

21卓 2065 河田 敦巳 2088 浅村 昭男 2019 松井 栄治 2042 針澤 進

22卓 2066 伴野 博文 2089 長谷川 新 2020 初川 誠次 2043 兼盛 俊男

23卓 2067 鈴木 勉 2090 高坂 衛 2021 今村 祝 2044 西野 宏

24卓 2068 中垣 由紀子 2091 吉田 直樹 2022 玉木 翔馬 2045 下原 嘉昭

25卓 2069 篠原 賢 2092 駒田 伊公代 2023 望月 喜代美 2046 法島 正樹

卓№ № (東)選手名 № (南)選手名 № (西)選手名 № (北)選手名

1卓 2045 下原 嘉昭 2067 鈴木 勉 2089 長谷川 新 2023 望月 喜代美

2卓 2046 法島 正樹 2068 中垣 由紀子 2090 高坂 衛 2024 海老名かな子

3卓 2047 堀井 洋 2069 篠原 賢 2091 吉田 直樹 2025 吉田 美智子

4卓 2048 山科 邦子 2070 久保 章展 2092 駒田 伊公代 2001 大山 博

5卓 2049 松本 邦昭 2071 渡邉 正行 2093 金田 貴光 2002 市川 椋

6卓 2050 丸吉 二三雄 2072 遠藤 和弘 2094 武田 知己郎 2003 田中 良治

7卓 2026 長谷川 貞雄 2073 鈴木 登 2095 湊 都晴 2004 今牧 治光

8卓 2027 家後 慶子 2074 越田 勝 2096 平田 勝保 2005 川口 幸雄

9卓 2028 門平 卓磨 2075 徳永 禮 2097 松原 一登 2006 中山 忠

10卓 2029 杉田 憲子 2051 谷 直人 2098 今泉 隆 2007 松本 澄子

11卓 2030 薗田 勝敏 2052 加藤 清美 2099 学生第一位 2008 中川 忍美

12卓 2031 三戸 伸晃 2053 吉池 重人 2100 学生第二位 2009 片岡 弘

13卓 2032 田中 正輝 2054 草木 輝光 2076 長澤 貴仁 2010 石丸 栄

14卓 2033 根岸 臣一郎 2055 山田 武裕 2077 麻生 聰 2011 池田 康夫

15卓 2034 中 雅嗣 2056 三森 重信 2078 樋上 光幸 2012 小坂 英敏

16卓 2035 加藤 秋夫 2057 藤岡 敬 2079 天王地 力 2013 田籠 通保

17卓 2036 尾形 和俊 2058 松村 直江 2080 五十嵐敏子 2014 生野 泰利

18卓 2037 梅田 真美子 2059 内田 由紀子 2081 海老 康夫 2015 樋口 和親

19卓 2038 頗羅堕 昇 2060 安藤 祐太 2082 小山 亨 2016 樋口 幸代

20卓 2039 石井 忠彦 2061 藤田 明人 2083 中嶋 佑市 2017 土屋 富士男

21卓 2040 水田 一雄 2062 荒俣 幸男 2084 鷲本 和春 2018 花田 勝

22卓 2041 辻 佳久 2063 小柳 宏和 2085 内田 照子 2019 松井 栄治

23卓 2042 針澤 進 2064 小林 七彬 2086 五十嵐久雄 2020 初川 誠次

24卓 2043 兼盛 俊男 2065 河田 敦巳 2087 山田 栄吉 2021 今村 祝

25卓 2044 西野 宏 2066 伴野 博文 2088 浅村 昭男 2022 玉木 翔馬

４回戦

３回戦
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個人成績メモ

回戦 持ち点記録 順位 ＋▲記録 着順勝率

１回戦 , ００ 位 勝 敗 分け

２回戦
, ００

位 勝 敗 分け

1・2計 ,  ００ 小計

３回戦
, ００

位 勝 敗 分け

1・2・3計 ,   ００ 小計

４回戦 , ００ 位 勝 敗 分け

合 計 , ００ 合計 勝 敗 分け

このページは各自の成績を記録するためのメモとしてご利用頂くものです。提出の必要はありま
せん。各卓に備えた記録票に下記要項を確認の上、記入し集計席に提出してください

●記録方法
本大会は、記入ミス軽減のため持ち点をそのまま記入していただきます
１.各自が持ち点を記入する(例：36,200)
２.トップ者が合計120000点を確認するまで点棒は戻さず、確認後に戻し挨拶を交わし席を離れる

※集計席で120000点より多い事が発覚した場合はトップから差し引く
３.トップ者が自ら記録票を集計席に持参する

●４回戦合計が同点時の順位について
合計点が同一の場合、以下の項目順に順位が決まる
１.着順勝率（トップは3勝0敗、二着は2勝1敗、三着は1勝2敗、四着は0勝3敗、引分有り）

なお、着順勝率はＰＣが自動計算します

着順勝率 ＝

２.最高得点順（最高得点が同点ならば次点の高得点で順次比較）

※１.２.がすべて同一ならば同順位となる

勝 数
勝数＋敗数

― １４ ―



主催：全日本健康麻将協議会
〒141-0031 東京都品川区西五反田2-4-2 東海ビル 2階
TEL：03-6420-3136 FAX：03-5434-9621 E-mail：info@8141.info  URL：http://8141.info
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